
NPO住品協では、技術者認定資格試験を毎年１回実施
しています。この認定資格には、調査・設計施工の２部門
があり、それぞれに住宅地盤の実務に携わる方に必須の住
宅地盤技士、上位資格の指導・監督者に必須の住宅地盤主
任技士があります。

本号では、土質試験と地中増加応力に関する問題の２問
を紹介させて頂きます。本号の過去問題と解説が、少しで
も本試験受験対策となれば幸いです。

問題　2022年　住宅地盤技士（調査部門）
　土質試験に関する記述である。土の力学的性質を求め
る試験として不適切なもの一つを選び、記号（１）～（４）
で示せ。
⑴　最小密度・最大密度試験
⑵　圧密試験
⑶　透水試験
⑷　�一面せん断試験

【解説】
技術基準書や土質試験の基本と手引きを理解しておけ

ば、比較的簡単な問題である。室内土質試験は大きく分け
て３つに大別される（表–１）。また、各試験方法について
は、住品協だよりの「室内土質試験法とその留意点」が参
考となるので参照いただきたい。

表–１より、⑴最小密度・最大密度試験は、土の物理的
性質を求める試験であることから、土の力学的性質を求め
る試験ではないことが分かる。最小密度・最大密度試験は、
砂の最も緩い状態と最も密な状態の乾燥密度を求める試験
である。

⑵圧密試験と⑷一面せん断試験は、力学的なイメージが
持てるのでなんとなく予想できるが、⑶透水試験も土の力
学的性質を求める試験となる。透水試験は、土中における
自由水の移動のしやすさを表す土の透水性（透水係数）を
測定するための試験である。
�
【解答】　１

問題　2023年　住宅地盤主任技士（設計施工部門）
　地表面から幅7.0ｍの正方形等分布荷重q=30kN/ｍ2

が載荷されている。地中内への応力が深さ２に対して水
平距離１で分散すると仮定したときの、深さz=3.0mに
おける鉛直方向の増加応力∆σzを求めよ。

【解説】
地中増加応力の計算方法は、長方形分割法（ブーシネス

クの式を積分した式）や荷重分散法（ボストン・コード法）
があるが、今回は荷重分散法について解説する。長方形分
割法は、分割された位置により応力が異なるのに対し、荷
重分散法では、全体が均一な地中応力となる。この荷重分
散法は、以下のような手順で、地表で載荷した面荷重が地
中内で分散される応力を求める。

図–１は１：２で応力分散すると仮定した場合のモデル
図となる。地表で載荷した面荷重（青色）の深さが深くな
るにつれて載荷面積（黄色）が広がる。１：２で応力分散
するということは、深さの半分（1/2）が広がるので、両
サイドで深さ分（1/2×2=1）広がることになる。例えば、
深さ２ｍのとき、半分の１ｍ広がるので両サイドで２ｍ広
がる。深さ４ｍのとき、半分の２ｍ広がるので両サイドで
４ｍ広がる。

このことから、載荷荷重を地中で広くなった載荷面積を
求めて割り戻せば、地中増加応力となる。

したがって、幅7.0ｍの正方形（青色）は、深さ３ｍの
とき、両サイドで３ｍ広がるので載荷面積（黄色）は（7.0
ｍ+３ｍ）×（7.0ｍ+３ｍ）＝100（ｍ2）になる。

よって、応力分散による増加応力は、7.0ｍ×7.0ｍ／
100ｍ2＝0.49倍になることから、30（kN/ｍ2）×0.49倍＝
14.7（kN/ｍ2）となる。

式にすると、解答のような難しい式になるが、考え方は
至って単純であることを覚えておいていただきたい。

【解答】　�任意深さにおける鉛直方向の増加応力∆σz

（kN/ｍ2）
B・L・q∆σz=

B+2・z2 L+2・z2

= 7.0・7.0・30
7.0+2・3.02 7.0+2・3.02

=14.7(kN/ｍ2)

または
7.02×30∆σz=（7.0+3.0)2 =14.7(kN/ｍ2)
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表–1　室内土質試験

※土質試験 基本と手引き

図–1　1：2応力分散のモデル図
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